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～ 元気に返事できたかな？ ～

　初めての雰囲気に新一年生　初めての雰囲気に新一年生�
は戸惑い気味。それでも先生は戸惑い気味。それでも先生�
に自分の名前を呼ばれると元に自分の名前を呼ばれると元�
気に「ハイ！」と返事。きを気に「ハイ！」と返事。きを�
つけの姿勢もきまっています。つけの姿勢もきまっています。�

　初めての雰囲気に新一年生�
は戸惑い気味。それでも先生�
に自分の名前を呼ばれると元�
気に「ハイ！」と返事。きを�
つけの姿勢もきまっています。�



い
よ
い
よ
新
市
の
肉
付
け
作
業
へ

財
政
計
画
・
事
業
計
画
の
説
明
会
開
催
さ
れ
る

16
回
協
議
会
は
？

　
午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
今
回

の
協
議
会
は
報
告
事
項
１
、
協
議

事
項
３
つ
が
協
議
に
上
が
り
ま
し

た
。
協
議
は
継
続
協
議
に
な
っ
て

る
「
議
員
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

等
（
他
下
記
）
が
話
合
わ
れ
ま
し

た
。

　
午
後
か
ら
は「
議
員
の
取
扱
い
」

を
話
し
合
う
小
委
員
会
の
開
催
と

新
市
の
骨
格
（
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
）
に
肉
付
け
を
す
る
、
向
こ

う
10
年
間
の
財
政
計
画
・
事
業
計

画
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
町
の
主
張
す
る

「
地
域
自
治
組
織
」
に
つ
い
て
も

説
明

　
矢
島
町
が
要
望
し
て
い
る
「
地

域
自
治
組
織
」
に
つ
い
て
も
、
今

回
説
明
会
の
場
で
案
件
と
し
て
上

り
ま
し
た
。
国
の
地
域
自
治
組
織

に
対
す
る
施
策
が
審
議
さ
れ
る

中
、
今
後
の
協
議
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
報
告
事
項
）

報
告
第
26
号

平
成
16
年
度
本
荘
由
利
一
市
七
町

合
併
協
議
会
予
算
に
つ
い
て

今
年
度
の
協
議
会
の
予
算
が
上
程

さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
歳
入
・
歳
出
と
も

の
３
千
７
２
８
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
主
に
ま
ち
づ
く
り
計
画

書
や
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
等

に
使
わ
れ
ま
す
。

（
協
議
事
項
）

協
議
第
53
号

一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い
（
そ
の

３
）
に
つ
い
て

本
荘
由
利
一
市
七
町
が
加
入
し
て

い
る
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組

合
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日
の
前

日
を
も
っ
て
脱
退
し
、
新
市
に
お

い
て
合
併
の
日
に
当
該
組
合
に
加

入
す
る
。

以
上
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第
54
号

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に

つ
い
て

（
１
）
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
に

つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
本
荘

市
の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

（
２
）
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

は
、
本
荘
市
の
区
域
、
七
町
の
区

域
の
２
つ
の
区
域
に
よ
る
不
均
一

課
税
と
し
、
急
激
な
負
担
増
加
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
た
だ

し
、
不
均
一
課
税
の
期
間
は
、
合

併
後
５
年
以
内
と
す
る
。

（
３
）
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
新

た
に
設
置
す
る
。

（
４
）
出
産
育
児
一
時
金
及
び
葬
祭

費
に
つ
い
て
は
、
本
荘
市
、
矢
島

町
、
岩
城
町
、
由
利
町
、
東
由
利

町
、
西
目
町
、
及
び
鳥
海
町
の
例

に
よ
り
合
併
時
に
統
一
す
る
。

（
５
）
保
健
事
業
の
人
間
ド
ッ
ク
助

成
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
及
び
助

成
額
を
合
併
時
に
統
一
す
る
よ
う

調
整
を
図
る
。

以
上
５
項
目
に
つ
い
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
課
税
の
統
一
に
向
け
て
は
段
階

を
踏
ん
だ
移
行
策
が
取
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
住
民
の
皆
様
の
急
激

な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
移
行

策
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

注
目
さ
れ
る
「
議
員
の
取
扱
い
」
は

再
度
次
回
へ
継
続
協
議

　
長
期
に
わ
た
り
継
続
協
議
と

な
っ
て
お
り
ま
す
「
議
員
の
取
り

扱
い
」
で
す
が
、
今
回
も
継
続
審

議
と
な
り
来
月
以
降
に
結
論
が
持

ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
回
２
号
委
員
（
議
会
選
出
）、

３
号
委
員
（
住
民
選
出
）
に
よ
る

合
同
委
員
会
31
名
（
１
名
欠
）
が

４
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
報
告
が

あ
っ
た
後
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

結
論
を
得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

（
合
同
委
員
会
の
報
告
と
し
て
）

① 

在
任
特
例
…
…
11
人
（
35
％
）

② 

定
数
特
例
…
…
13
人
（
42
％
）

③ 

即
選
挙
…
…
…
７
人
（
22
％
）

の
割
合
で
意
見
が
出
さ
れ
、
①
は

議
員
代
表
が
多
数
を
占
め
、②
、③

は
住
民
代
表
と
議
員
の
一
部
が
占

め
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
会
長
で
あ
る
柳
田
市

長
も
大
変
重
要
な
か
つ
難
し
さ
を

含
む
問
題
で
す
の
で
時
間
を
か

け
、
何
度
も
議
論
を
す
る
こ
と
が

解
決
に
は
必
要
と
語
り
、
昼
食
の

合
間
も
３
号
委
員
が
話
し
合
い
を

持
つ
な
ど
、
選
挙
区
を
含
め
た
多

面
的
な
視
点
か
ら
の
再
考
が
行
わ

れ
、
次
回
の
協
議
へ
と
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
の
協
議
会
は
５
月
21
日
午

後
12
時
30
分
と
な
り
通
常
よ
り
も

若
干
開
催
時
間
が
早
ま
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。



　
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

教
育
長

　
佐
　
藤
　
　
寛
　

　
今
日
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
携

帯
電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と

普
及
に
伴
い
、
そ
れ
ら
に
費
や
す

時
間
が
大
幅
に
増
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
も
何
か
に
急
か

さ
れ
、
落
ち
着
い
た
自
分
だ
け
の

時
間
を
持
て
な
い
で
い
る
子
供
た

ち
に
、
読
書
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
く
、
子
供
の
『
読

書
離
れ
』
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
全
国
的
な
調
査
に
よ
れ
ば
、
児

童
生
徒
の
一
ヶ
月
の
平
均
読
書
冊

数
は
、
小
学
生
が
７
・
５
冊
、
中

学
生
が
２
・
５
冊
、
高
校
生
が
１
・

５
冊
、ま
た
、一
冊
も
読
ま
な
か
っ

た
人
の
割
合
は
小
学
生
が
９
％
、

中
学
生
が
33
％
、
高
校
生
が
56
％

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
調
査
で
も
「
趣
味
と
し
て
の

読
書
は
し
な
い
」
と
答
え
た
子
供

は
、
日
本
が
55
％
と
参
加
国
中
一

番
高
い
割
合
で
し
た
。

　
人
間
形
成
の
上
で
最
も
読
書
を

必
要
と
す
る
時
期
に
、
こ
の
よ
う

に
読
書
離
れ
が
際
立
っ
て
い
る
こ

と
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。
均

衡
の
取
れ
た
人
格
形
成
と
健
全
な

青
少
年
育
成
を
図
る
上
で
大
き
な

支
障
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
我

が
国
の
将
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
読
書
の
楽
し
み
は
、
登
場
人
物

に
共
感
し
た
り
、
感
動
し
た
り
で

き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
未
知
の
世

界
へ
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
読
書
活
動
は
、

子
供
が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨

き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を

豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り

深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い

く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
地
域
社
会
全
体
で
そ

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。

　
国
で
も
「
子
供
読
書
活
動
推
進

基
本
計
画
」を
策
定
す
る
な
ど
、読

書
活
動
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
矢
島
町
の
学
校
教
育
に

お
い
て
は
、
学
習
活
動
を
通
じ
た

読
書
活
動
の
推
進
や「
朝
の
読
書
」

の
奨
励
等
に
よ
り
、
読
書
習
慣
の

確
立
や
学
校
図
書
館
の
情
報
化
、

蔵
書
の
充
実
、
学
校
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
な
ど
、
子
供

の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

環
境
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
校
と
中
学
校

に
は
町
費
で
司
書
を
配
置
し
て
、

子
供
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提

供
や
学
校
図
書
館
の
整
備
な
ど
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
司
書
の
配
置
と
蔵
書

冊
数
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た

め
の
予
算
を
講
じ
て
、
本
好
き
な

子
供
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
と
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
矢

島
小
学
校
と
矢
島
中
学
校
に
お
い

て
は
「
朝
の
読
書
」
が
毎
朝
実
施

さ
れ
、
静
寂
の
中
で
感
動
が
響
き

合
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
読
み

聞
か
せ
」
な
ど
学
校
図
書
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
協
力
も
行
わ

れ
、
読
書
活
動
推
進
の
機
運
が
大

き
く
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
小
学
校
六
年
間
で
学
校
図
書
館

を
利
用
し
、
『
大
草
原
の
小
さ
な

家
』
等
８
２
９
冊
の
読
書
を
し
た

女
子
児
童
、『
三
国
志
』
な
ど
３
８

５
冊
の
読
書
を
し
た
男
子
児
童
。

中
学
校
で
も
一
年
間
で
、
冒
険･

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
の
等
１
４
９
冊

の
読
書
を
し
た
男
子
生
徒
が
昨
年

度
現
れ
る
な
ど
、
学
校
図
書
館
の

積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
校
図
書
館
と
日

新
館
図
書
室
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
蔵
書
の
種
類
や
冊
数
の
幅

を
広
げ
一
層
の
活
用
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
よ
い
本
と
の
出
会
い
は
心
を
豊

か
に
さ
せ
、
人
間
の
幅
を
広
げ
て

く
れ
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
に
良
書
を
与
え
、
読
書
に
親
し

む
機
会
と
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
た

い
も
の
で
す
。



町の話題
　桜が咲きすっかり春と思いき

や雪が降ったりと目まぐるしく

変わる天気でした。

　それでもシーズン初めの山菜

を食べるとやはり春を感じます

ね。

無事故の願いをこめて！交通安全祈願祭
　４月５日、日新館にて矢島町、鳥海町
合同の交通安全祈願際が行われました。
当日は約１００名の関係者を迎え、今年
一年の無事故、無死亡事故を祈願しまし
た。祈願祭のあと、啓発活動として６日
からの交通安全週間のＰＲをかね町内を
パレードしました。

　４月４日　想定訓練・春の火災運動

　平成１６年春の火災予防運動が４月４日から10日まで実施されました。期間中　防火パレード、

機械器具点検、放水試験点検、団員と婦人消防クラブの合同によるチラシの配布と防火の呼びかけ

が行われました。さらに女子消防団員が１人暮らしの家庭を巡回し、防火を呼びかけました。

又、初日には、荒沢字根城付近より出火した想定で、消防署,消防団、合同による想定訓練を実施し

荒沢川より各分団協力し中継水槽を使用し消防署ポンプへの水利の補給を実施しました。

　９日には、日新館において婦人消防クラブ支部長会議、防火座談会、救急救助講習を実施し各分

団による水源確保の点検等をいたしました。

町民運動会延期のお知らせ

　例年5月の第4日曜日に開催致しております、町民運動会も昨年

度30回目の節目の大会を実施し、本年度からは新たな歴史を刻むべ

くいろいろな企画を立案中のところであります。

　しかしながら、先日発生致しました、国道108号前杉地区の崩落

事故により、現在、国道の迂回路として、「町道矢島1号線（代行道

路）」が使用され、非常に交通量が増大しております。

　このような状況で、近接しております町民グラウンドでの町民運

動会開催には非常な危険を感じており、今年度の運動会を右記のと

おり延期する事と致しました。

変更前

5月23日（日）

↓

変更後

10月10日（日）



４月６日

矢島中学校

入学式

　先月初々しい制服に身を包んで矢島小学校を

卒業した皆さんが、矢島中学校に入学しました。

　卒業式よりもまた一回り大人びた表情で堂々

と入場し中学生活のスタートを切りました。

　７０名の１年生を代表して土田泰斗さんが

「たがいにそれぞれの目標を持ち、達成させるこ

とをめざしてがん

ばりたい」と新し

い門出にさいして

力強い入学の言葉

をのべられました。

４月５日

保育園

入園式

　今年もかわいらしい園児たちが矢島保育園に

やってきました。先日卒園したお子様が４８名、

今年の入園者は１９名とやや少なめ。

　初めての雰囲気にお母さん、お父さんにくっ

ついて離れない子や熱心にお兄さん、お姉さん

の歓迎の踊りに見入るお子さんなど元気いっぱ

いの入園式となりました。

　新しいお友達紹介では、

可愛いアンパンマンの絵の

入った首飾りをもらって、

新園児はニコニコ顔。

　上級生に手を引かれ入場

する新一年生。入学式の雰

囲気に少々とまどいながら

も一生懸命に話を聞く姿が

印象に残りました。

　当日は暖かな春の日差しが降り注ぐ陽気とな

り、矢島高校にも新しい生徒さんたちがやって

きました。３クラス９８名（うち矢島中出身者

は１５名）が３年間の大切な高校生活をスター

トさせることとなりました。

　小中とは違い、他市町との生徒の皆さんとの

学生生活となります。新しい友人を作り充実し

た時間を送れますことを祈念いたします。

　午前中に行われた中高の入学式に続き、午後

は小学校の入学式が行われました。

　昨年は３３名の入学式でしたが、今年は４７

名（２クラス）の入学式となりました。お母さ

ん、お父さんからはなれて座る初めての式の雰

囲気にそわそわ後ろを振り返る場面も見られま

したが、最後は全校生徒で元気良く合唱し無事

入学式を終えました。

４月６日

矢島高校

入学式

４月６日

矢島小学校

入学式
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新規採用・派遣

職員紹介
　本年度新規に採用にな

りました２名の職員と友

好都市・長野県佐久市か

ら昨年より派遣されてい

る職員の今年の抱負を伺

いました。

矢島への派遣１年目が終わりましたが感想と抱負を！

　矢島町の皆さんにはいつも温かく接していただき、深

く感謝しております。また、いろいろな体験等をさせて

いただき、今までになく充実した１年でした。

　今年も企画商工観光課に在籍させていただいておりま

すので、より矢島町が発展するよう一層努力していきた

いと思います。まだまだ皆様にご迷惑等お掛けすると思

いますがよろしくお願いします。

矢島町機構図（１６．４．１）�
退職　　猪股　徹�
採用　　佐藤勇輝　　高橋明登�

特　別　職　 3�
一　般　職　70�
（内　派遣　3人）�
嘱　　　託　13�
県　派　遣　 1�
佐久市派遣　 1�

　　　　　　88人�

町長�
佐藤清圓�

（１）�

助役�
佐藤徳弥�

（１）�

収入役� 収　入　役　室　（３）�

主幹(兼）室長　植田太一　（兼）専門検査員　（兼）水道課　企業出納員　現金出納員�

会計係 補佐（兼）係長　清水隆司�
　　　　　　(兼）水道課　現金出納員　嘱託　佐々木まゆみ�

総　　務　　課　（７）�

主幹（兼）課長　植村清一�
派遣（３）　補佐　佐藤俊一　　主任　佐藤徳和【本荘由利一市七町合併協議会】�
　　　　　　主任　三浦麻理【長野県佐久市】�

総務係  係長　三浦芳文　(兼）主査　佐藤昌司　　主事補　佐々木茜�
財政係  補佐（兼）係長　佐藤勝一　主任　佐藤有介　嘱託　三浦冨紀子�
車両係  係長　佐藤久良�

企画商工観光課　（９）�

課　　長　土田隆男�
課長待遇　伊豆　葵�
参　　事　泉谷健一（企画情報・合併対策主担当）�

企画情報係　係長　滝野由紀夫　主任　佐藤夏樹�
商工観光係　補佐（兼）係長　佐藤善樹　主査　三浦浩喜�
　　　　　　主事　中澤正則（長野県佐久市より派遣）　嘱託　佐藤正彦�
　　　　　　ワークセンター臨職　土田るみ子�

税　　務　　課　（８）�

課　　長　真坂誠一�
参　　事　佐藤義雄（税務主担当）�

税　務　係　係長　佐藤健一　主任　佐藤陽一　�
　　　　　　主事　東海林彰幸　(兼）多賀部豊和�
地籍調査係　補佐（兼）係長　佐々木圭二　主査　佐藤幸一�
　　　　　　主任　多賀部豊和�

生活・環境課　（７）�

主幹（兼）課長　佐藤則夫�

住　民　係　補佐（兼）係長　猪股仁子　補佐　植村俊一　主事補　高橋明登�
環境安全係　補佐（兼）係長　佐藤繁喜　主任　畑沢　賢　主任　　土田　順�

福 祉 保 健 課　（10）�

主幹（兼）課長　豊島一郎�

福　祉　係　補佐　佐藤陽子　係長　玉米定之　主査　土田智之�
　　　　　　嘱託　三浦みゆき（兼）冨田和優美�
�
保　健　係　補佐　三浦芳春　係長　大平久美子　主査　黒木浩二�
　　　　　　主任　冨田和優美　嘱託　佐藤洋子　（兼）佐藤陽子�

農　　林　　課　（13）�

主幹（兼）課長　土田武弥�
参　　事　植田農夫一(農業畜産主担当）�
参　　事　三浦徳久(整備主担当）�

農業畜産係　補佐（兼）係長　佐々木正人　補佐　小松　正�
　　　　　　主事　三浦さおり　嘱託　佐藤憲一�
　　　　　　畜産センター　嘱託　伊東春雄　嘱託　北林　均�
　　　　　　　　　　　　　嘱託　土田和則�
整　備　係　（兼）係長　三浦徳久　主査　土田真澄�
林　業　係　補佐（兼）係長　佐藤淳一�
（総務担当）　嘱託　阿蘇真美子�

建　　設　　課　（５）�

課　　長　小番直義�

建　設　係　補佐（兼）係長　佐藤光男　主事　宮本一久�
　　　　　　主事補　東海林ひろ子　(兼）小番竜太郎�
建　築　係　係長　小番竜太郎�

水　　道　　課　（５）�

課　　長　菅原賢一�
参　　事　佐藤新也�

水　道　係　（兼）係長　佐藤新也　主査　伊藤昌子�
　　　　　　　　　主任　三浦利彦　嘱託　佐藤正平�
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（抱負）

九年振りに矢島に帰ってま

いりまして、矢島の人と自

然の素晴らしさを改めて感

じました。この矢島の素晴

らしさを守りながら、さら

に発展していくための一助

となりたいと思っています。

氏　　名　　佐藤勇輝

生年月日　　昭和５０年４月８日

星　　座　　おひつじ座

血 液 型　　ＡＢ型

趣味特技　　読書、スキー、

　　　　　　ボディーボード、

　　　　　　かぶりもの

所 属 課　　社会教育課

氏　　名　　高橋　明登

生年月日　　昭和６１年１月２日

星　　座　　山羊座

血 液 型　　Ａ型

趣味特技　　スポーツ

所 属 課　　生活・環境課

（抱負）

早く仕事を覚えて町民の皆

さんの役に立てるように頑

張りたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。

教 育 委 員 会�

教 育 長�
佐藤　寛�

　　（１）�

主幹（兼）�
教育次長�
熊谷　勲�

　　（１）�

学 校 教 育 課　（３）�

課長　三浦幹夫�

総　務　係　（兼）係長　茂木鉄也　（兼）佐藤勇輝�
�
学校教育係　補佐（兼）係長　茂木鉄也�
　　　　　　【中学校】　嘱託　田中千恵子�

社 会 教 育 課　（７）�

（兼）課長　熊谷　勲�
（兼）公民館長�
（兼）青少年ホーム館長�
（兼）体育センター館長�
（兼）郷土資料館長�
（兼）国体推進室長�

社会教育係　補佐　正木美一　係長　相庭裕之　�
　　　　　　主事　佐藤勇輝　嘱託　土田淳子　（兼）佐藤助雄�
　　　　　　スポーツ主事　河本誠志（県教委より派遣）�
　　　　　　郷土資料館　主任　三原裕姫子�
�
国体推進室　補佐　佐藤助雄　（兼）三浦幹夫　正木美一　茂木鉄也�
　　　　　　　　　　　　　　　　　相庭裕之　河本誠志　三原裕姫子�
　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤勇輝　土田淳子�
�
公　民　館 （兼）正木美一　佐藤助雄　相庭裕之　佐藤勇輝　土田淳子�
�
青少年ホーム（兼）佐藤勇輝�
�
体育センター（兼）佐藤勇輝�

議　　　　　会　（２）� 事　務　局　主幹（兼）事務局長　豊島幸司　主査　佐藤のり子�
　　　　　　（兼）佐藤勝一　三浦芳文　佐藤昌司　佐藤有介�
　　　　　　　　　佐々木茜　三浦冨紀子�

選挙管理委員会　（１）� 事　務　局　書記　佐藤昌司�
　　　　　　書記長（兼）　植村清一　書記（兼）猪股仁子　佐藤勝一�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植村俊一　佐藤久良�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦芳文　佐藤有介�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木茜　高橋明登�

農 業 委 員 会　（１）� 事　務　局　補佐　三浦進一�
　　　　　　（兼）事務局長　土田武弥　（兼）阿蘇真美子�

監　査　委　員� 事　務　局  （兼）豊島幸司�



●　犬の飼い主の皆様へ　●

○狂犬病予防注射料金 ～ ３ ,０７０円
○個別手数料 ～ 1,000円 /（動けない等の理由で上記会場ではなく、お宅まで個別に伺う

　　　　　　　　　　　　　場合の追加手数料）

○新規登録（登録をされていない方）登録手数料 ～ 3,000円

釣銭のないように、ご協力をお願い致します。
　犬の飼い主は犬の登録と年に１回の狂犬病予防注射が

義務付けられています。

　皆さんご存じのとおり狂犬病は全ての動物に感染し、

死に至る恐ろしい病気ですので、必ず注射を受けて下さい。

また登録は数や種類を把握するために行われております。

（問い合せ先）　生活・環境課　℡５５－４９５９

月　日� 場　　所� 時　間� 対　象　地　区�

１日目�
5/24�
（月）�

川原小坂会館� 9:30～10:00 川原､小坂�

川辺生活改善センター前� 10:10～11:00 田中､砂子沢､杉沢､沢内､小板戸�

木在会館前� 11:10～11:40 木　在�

築舘、Yショップ裏� 13:30～13:50 築　館�

小田、柴田商店脇� 14:00～14:30 小田､沖小田､小田住宅�

福祉会館前� 14:40～15:00 舘町､城新､新道�

２日目�
5/25�
（火）�

八ッ杉お宮下� 9:30～10:20 持子､八ツ杉､中山､上野平､上野､十二ケ沢､軽井沢�

中屋敷、防火水槽前� 10:30～10:50 中屋敷�

上新荘、お宮前� 11:00～11:20 上新荘�

坂之下会館前� 13:00～13:50 坂之下�

坂之下郷内、茂木商店前� 14:00～14:30 坂之下郷内､元町郷内､御嶽�

九日町会館前� 14:40～15:00 九日町�

須郷田会館前� 15:10～15:20 須郷田�

成沢、土田太郎宅前� 15:30～15:40 成　沢�

３日目�
5/26�
（水）�

田沢会館前� 9:30～  9:40 田　沢�

金ケ沢会館前� 9:50～10:00 金ケ沢�

上原会館前� 10:15～10:25 上　原�

矢越会館前� 10:40～10:50 矢　越�

荒沢会館前� 11:00～11:15 荒　沢�

森林組合前� 11:25～11:50 下山寺�

針ケ岡会館前� 13:40～13:50 針ケ岡�

熊之子沢会館前� 14:00～14:20 熊之子沢､桧沢�

濁川児童館前� 14:30～14:40 濁川､野際､柴倉�

谷地沢会館前� 15:00～15:20 谷地沢、桃野�

４日目�
5/27�
（木）�

役場駐車場� 9:30～10:20 矢島町､丸森､田中町､水上､上ノ山､小杉沢�

山寺観音様向� 10:30～10:50 新丁､七日町､山寺�

駅前町営駐車場� 11:00～11:50 羽坂､豊町�

栄町会館前� 13:00～13:30 栄町､栄町住宅�

由利石油ｺｲﾝ洗車場� 13:40～14:30 大川原､新町､長泥�

新所会館前� 14:40～15:00 新所�



新体制幹部（青字は新幹部）新任幹部

退職幹部

　
山
火
事
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予
防
に
つ
い
て

　
雪
融
け
か
ら
新
緑
の
季
節
ま
で
は
非
常
に
山
火
事
が
発
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し
や
す

い
季
節
で
す
。
次
の
点
を
守
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火
事
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止
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

一
、
強
風
又
は
乾
燥
の
時
は
、
た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

二
、
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

三
、
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た
き
火
等
を
し
な
い
こ

　
　
と
。

四
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
、
必
ず
消
す
こ
と
。

五
、
車
か
ら
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

六
、
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
、
消
防
署
へ
届
け
出
る
こ
と
。

（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

　
〜
消
防
幹
部
異
動
の
お
知
ら
せ
〜

　
矢
島
町
消
防
団
の
異
動
が
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
団
長
、
副
団
長
の
三
氏
に
お
き
ま
し
て
は
引
き
続
き
そ
の
任
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
31
日
付
け
で
ご
退
職
な
さ
れ
た
幹
部
・
団
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対
し

ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

矢島町消防団�団長� 佐藤　國弘�

矢島町消防団�副団長� 佐藤　近美�

矢島町消防団�副団長� 金子　嘉博�

本部分団� 分団長� 小番竜太郎�

本部分団� 副分団長� 相庭　裕之�

第1分団1部� 副分団長� 北原　　力�

第1分団2部� 副分団長� 渡辺　　憲�

第1分団3部� 分団長� 矢越　忠弘�

第2分団� 分団長� 小松　健一�

第2分団� 副分団長� 村上　康隆�

第3分団� 分団長� 佐藤　一弘�

第3分団� 副分団長� 牧　　和彦�

第4分団� 分団長� 佐藤　　弘�

第4分団� 副分団長� 小野　功司�

第5分団1部� 副分団長� 茂木　智昭�

第5分団2部� 副分団長� 佐藤　　忠�

第5分団3部� 分団長� 佐藤　　悟�

第6分団2部� 分団長� 三浦　　智�

第6分団1部� 副分団長� 三浦　嘉照�

第1分団� 分団長� 三浦　公文�

第2分団� 分団長� 小番　　敏�

第4分団� 分団長� 佐藤　義之�

第5分団� 分団長� 茂木　清也�

第3分団� 副分団長� 黒木　伸一�

第1分団� 分団長� 矢越　忠弘�

第1分団� 副分団長� 北原　　力�

第2分団� 分団長� 小松　健一�

第2分団� 副分団長� 村上　康隆�

第3分団� 副分団長� 牧　　和彦�

第4分団� 分団長� 佐藤　　弘�

第4分団� 副分団長� 小野　功司�

第5分団� 分団長� 佐藤　　悟�

第5分団� 副分団長� 茂木　智昭�



《相談・健診》

◎なんでも健康相談
　日時　５月28日（金）
　　　　午前9時30分～11時30分
　場所　保健センター
　※健康に関する相談、体脂肪測定や血圧測定、赤ちゃ
　　んの計測など実施しています。お気軽にいらしてく
　　ださい。
◎乳児健診
　日時　5月28日（金）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成15年5・7・10月・平成16年1月生
　持参するもの
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、バスタオル
　※1月生の方は、健康相談票をお持ちください。
◎3歳児健診
　日時　5月13日（木）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成12年10・11・12月・平成13年1月生
　持参するもの
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、バスタオル
　※アンケート用紙後ろの視力・聴力検査セットで、
　　必ず検査を済ませてからいらして下さい。

◎2歳児健診
　日時　5月27日（木）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成13年11・12月・平成14年1月・2月生
　持参するもの
　　母子手帳、記入したアンケート用紙、バスタオル、
　　フェイスタオル
　※歯の染め出しを行いますので、自宅で歯磨きを済ま
　　せてからいらして下さい。

《予防接種》
◎ポリオ
　日時　5月11日（火）午後1時
　場所　保健センター
　対象　平成16年1月生までで２回投与していない
　　　　乳幼児
　※母子手帳と記入した予診票をお持ち下さい。
◎日本脳炎Ⅰ期（要予約）
　※下記のうち、接種を希望する医院に1週間前までに
　　予約の電話を入れて下さい。
　実施日・場所
　　5月12日（水）木村医院
　　5月18日（火）大井医院
　　5月26日（水）佐藤医院
　受付時間　1時30分から2時
　対象　①平成13年6月生までで2回終了していない
　　　　　幼児
　　　　②2回目終了後1年経過した幼児
　※母子手帳と、記入した予診票をお持ち下さい。

健診・予防接種の日程は矢島町のホームページまたは、ｉモードでもご覧いただけます。
ホームページアドレス　　　　　　　　ｉモードアドレス
http://www.town.yashima.akita.jp/　　　http://www.town.yashima.akita.jp/fukusi/fukusi/imodo.html

　《
健
（
検
）
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
!!
》

　
人
の
健
康
状
態
は
加
齢
と
と
も
に
日
々
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
の

健
康
診
断
が
正
常
だ
っ
た
と
し
て
も
、
今
年
の
結
果
が
正
常
と
は
限
ら
な

い
の
で
す
。
特
に
、
生
活
習
慣
病
は
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
の
体
が
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、
１
年
１

回
健
康
診
断
を
受
診
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
健
康
診

断
を
受
け
て
も
、
精
密
検
査
を
受
け
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
悪
い
芽
は
少
し
で
も
早
く
摘
み
取
っ
て
、
早
く
手
当

て
す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
17
日
（
月
）
か
ら
、
胸
部
総
合
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
希
望

者
に
通
知
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
検
診
当
日
お
忘
れ
な
く
持
参
し

て
い
ら
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
申
込
し
忘
れ
た

方
、
変
更
の
あ
る
方
は

福
祉
保
健
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
各

種
健
（
検
）
診
の
自
己

負
担
額
は
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
方
か
ら
は
、
料
金
を
徴
収
し
ま
せ
ん
。

◎
70
歳
以
上
の
方

◎
65
〜
69
歳
以
上
の
方
で
、
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

平成15年度

各種検診精密検査

受診状況

各種健（検）診の自己負担金

健(検)診名� 自己負担金�

胸部総合検診� 無　料�

喀痰検査� 700円�

基本健診� 2,000円�

前立腺検診� 1,000円�

肝炎ウイルス検査� 700円�

胃検診� 1,300円�

子宮がん検診� 1,300円�

卵巣腫瘍検診� 300円�

乳がん検診� 700円�

大腸検診� 600円�

節目健診（男）� 4,000円�

節目健診（女）� 5,000円�

前
立
腺
�

乳
�

子
宮
�

大
腸
�

胃
�

胸
部
�

検
診
名
�

9 44
�
3 62

�
79
�
30
�

精
密
検
査
該
当
者（
人
）
�

3 14
�
0 14
�

17
�
1

未
検
査
者（
人
）
�

67
�
68
�

100
�
77
�
78
�
97
�

受
診
率
（
％
）



☆国保の皆様を対象とした人間ドックのお知らせ☆
ドックを利用して健康チェックしてみませんか！

受診を希望する方は福祉保健課保健係に電話で申し込んでください。（℡55-4960）

矢島町国保加入者で、２０歳以上の方であれば、受けられます。

脳ドックは７０歳未満の方が対象となります。

※本荘第一病院の脳ドックは単独では受けられません。

　人間ドック受診が必須となります。

※人間ドック及び脳ドックともに１万円の助成となります。

ら
く
ら
く
運
動
教
室
に
参
加
者
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
男
性
コ
ー
ス
は
じ
め
ま
し
た
!!
）

　「
適
度
な
運
動
は
体
の
た
め
に
い
い
！
」
と
知
り
な
が
ら
、
な
か
な
か
行

動
に
移
せ
な
い
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　
昨
年
度
の
教
室
参
加
者
か
ら
も
、「
一
人
で
は
な
か
な
か
運
動
で
き
な

い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
適
度
な
運
動
は
、
体
力
向
上
・
生
活
習
慣
病
予
防
・
寝
た
き
り
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
、

30
歳
〜
60
歳
代
の
男
女
別
、
各
２
回
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
頃

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
た
り
、
健
康
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す!!

（
※
先
着
15
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

【
日
程
表
】

▼
時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所
　
矢
島
町
体
育
セ
ン
タ
ー
（
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館
）

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
内
ズ
ッ
ク

☆
男
性
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
女
性
コ
ー
ス

▼
申
し
込
み
は
、
５
月
12
日
（
水
）
ま
で
、

　
福
祉
保
健
課
保
健
係
（
℡
55-

４
９
６
０
）
へ
連
絡
下
さ
い
。

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏

組
合
立
休
日
応
急
診
療
所

（
旧
本
荘
由
利
医
師
会
病
院
脇
）

の
診
療
日

診
療
時
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
　
℡
24-

３
９
１
７

２
�

１
�

回
�

5
月
25
日
（
火
）
�

5
月
19
日
（
水
）
�

曜
　
日
�

ミ
ニ
テ
ニ
ス

ミ
ニ
テ
ニ
ス

内
　
容
�

２
�

１
�

回
�

5
月
20
日
（
木
）
�

5
月
14
日
（
金
）
�

曜
　
日
�

ミ
ニ
テ
ニ
ス

ミ
ニ
テ
ニ
ス

内
　
容
�

30
日
（
日
）
�

23
日
（
日
）
�

16
日
（
日
）
�

9
日
（
日
）
�

5
日
（
水
）
�

4
日
（
火
）
�

3
日
（
月
）
�

5
月
2
日
（
日
）
�

月
　
　
日
�

佐
　
藤
　
　
　
護
�

酒
　
見
　
喜
久
雄
�

佐
　
藤
　
伸
　
逸
�

小
　
松
　
徳
　
弥
�

佐
々
木
　
セ
イ
子
�

桑
　
山
　
明
　
久
�

海
　
法
　
恒
　
男
�

加
　
藤
　
　
　
芳
�

医
　
師
　
名
�

医療機関名� 人間ドック� 脳ドック�

由利組合総合病院� ７月２１日（水）　５人� ７月２１日（水）　３人�

人間ドック費用�

８月２５日（水）　５人� ８月２５日（水）　３人�男性� ２１,６８２�

女性� ２４,８３２� ９月　８日（水）　５人� ９月　８日（水）　３人�

脳ドック費用�

１０月２０日（水）　５人� １０月２０日（水）　３人�※５０,０００�

本荘第一病院�

１１月２５日（木）１０人� １１月２５日（木）　３人�人間ドック費用�

男性� ２１,６８２�

女性� ２５,８３２�

１２月　３日（月）１０人� １２月　３日（月）　３人�脳ドック費用�

※１５,２２５�



平成16年度　胸部総合検診日程表

※割り当てられた日に都合の悪い場合、どの会場で受診されても良いので忘れずに受診してください。

月日� 場　所� 時　間� 対　象　地　区�

5/17�
（月）�

川原小坂会館� 9:30～10:00 川原小坂、田中�

杉沢会館� 10:20～10:50 杉沢、小板戸、砂子沢、沢内�

木在会館� 11:10～11:40 木在�

中屋敷児童館� 1:30～  1:50 中屋敷�

新荘改善センター� 2:00～  2:20 上新荘�

5/18�
（火）�

立石児童館� 9:30～10:00
持子、八ツ杉、中山、上野平、上野、十二ケ沢、�
軽井沢�

大川原会館� 10:30～11:30 長泥、大川原、新町�

新所会館� 1:00～  1:40 新所�

郷内児童館� 2:00～  2:20 郷内、御嶽�

坂之下会館� 2:45～  3:15 坂之下郷内、坂之下�

5/19�
（水）�

九日町会館� 9:30～  9:50 九日町�

須郷田会館� 10:00～10:20 須郷田、成沢�

荒沢会館� 10:50～11:20 荒沢、谷地沢、桃野�

保健センター� 1:00～  3:00 栄町、栄町住宅、羽坂�

5/20�
（木）�

保健センター�

9:30～11:30 山寺、下山寺、豊町�

1:00～  3:00
田沢、金ヶ沢、上原、矢越、熊之子沢、大谷地、�
濁川、小田、沖小田、小田住宅、築館�

5/21�
（金）�

福祉会館�
9:30～11:30 矢島町、丸森、城新、水上、上ノ山�

1:00～  3:00 田中町、新丁、舘町、七日町、新道、針ケ岡�

7/12�
（月）�

保健センタ－�
9:30～11:30�
1:00～  3:00

５月に受診出来なかった人�



★学生の方は忘れずに・・・

　　　　　　　学生納付特例制度

　国民年金の保険料は毎月納めることになっていますが、学生の方については保

険料が猶予される「学生納付特例制度」をご利用ください。

　前年に所得がない学生は、必ず認められますので、忘れずに毎年度申請しま

しょう。

※毎年、５月末日までに「学生納付特例制度」を申請すると４月分から翌年の３

　月分までの１年間認められます。申請は、役場年金担当窓口へ、年金手帳、在

　学証明書又は学生証などを持って手続きをします。

★便利な「口座振替」をご利用ください。
　毎月納めに行く手間が省ける上、納め忘れもなく、大変便利です。

　納付書に添付されている「口座振替納付申出書」及び「口座振替依頼書」に必

要事項をご記入押印の上、本人の通帳のある金融機関に提出願います。

　

　くわしくは、矢島町役場生活・環境課住民係（TEL　55-4959）へ

～保険料の納め忘れをなくしましょう～

児
童
手
当
に
つ
い
て

【
制
度
改
正
に
伴
う
支
給
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
】

　
現
在
、
国
で
は
、
児
童
手
当
の

支
給
対
象
年
齢
を
延
長
す
る
た
め

の
「
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
を
提
出
し
、
審
議

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
が
承
認
さ
れ
ま
す

と
、
支
給
対
象
が
「
小
学
校
就
学

前
」
か
ら
「
小
学
校
３
年
生
」
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
法
案
が
可
決
さ
れ
し

だ
い
、
対
象
者
に
通
知
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
願

い
ま
す
。

【
現
況
届
】

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
資
格
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
届
出
が
な
い
と
６
月
分
以
降
の

手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
届
出
用
紙
は
６
月
期
分

の
支
払
通
知
に
同
封
い
た
し
ま
す
。

【
昨
年
、
所
得
制
限
等
で
該
当
に
な

ら
な
か
っ
た
方
】

　
昨
年
の
所
得
に
よ
っ
て
は
新
た

に
該
当
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
は
、５

月
中
に
認
定
請
求
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
・
環
境

課
住
民
係
（
℡
55
‐
４
９
５
９
）
ま

で　
み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て

寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
城
新
・
佐
藤
忠
一
様

　（
御
尊
父
忠
兵
衛
氏
香
典
返
し
）

○
砂
子
沢
・
秋
山
正
様

　（
御
母
堂
サ
カ
エ
氏
香
典
返
し
）

○
田
中
・
三
浦
昭
一
様

　（
御
尊
父
誠
三
氏
香
典
返
し
）

○
新
荘
、
茂
木
功
様

　（
御
尊
父
貞
雄
氏
香
典
返
し
）

○
山
寺
、
土
田
睦
志
様

　（
御
尊
父
弥
一
郎
氏
香
典
返
し
）

○
田
中
町
、
畠
山
敏
郎
様

　（
御
母
堂
チ
エ
氏
香
典
返
し
）

〇
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
矢
島
店
様

　（
お
客
様
の
善
意
を
寄
付
）



矢
島
町
招
魂
社
例
大
祭
の

ご
案
内

　
本
年
も
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

に
よ
り
次
の
と
お
り
例
大
祭
が
執

行
さ
れ
ま
す
。
町
民
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
宵
宮
　

　
　
５
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時

▼
例
大
祭

　
　
５
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時

▼
場
所
　
矢
島
招
魂
社

お
詫
び
と
訂
正
（
４
月
号
）

　
４
月
号
・
矢
島
町
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
奨
励
賞
・
団

体
」
に
輝
き
ま
し
た
、
矢
島
中
学

校
男
子
卓
球
部
の
メ
ン
バ
ー
に
木

村
勝
人
さ
ん
の
お
名
前
が
抜
け
お

り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
と
訂

正
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
受
賞
メ
ン
バ
ー
）

矢
島
中
学
校
男
子
卓
球
部

　
佐
藤
慎
吾
・
佐
藤
佳
祐

　
小
番
嘉
文
・
佐
々
木
博
喜

　
蒲
田
彰
大
・
木
村
勝
人

　
三
浦
公
貴
・
小
番
　
謙

４
月
号
合
併
報
告
の
コ
ー
ナ
ー
の

表
中
で
特
例
使
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト

部
分
（
表
下
か
ら
２
段
目
）
の
左

右
が
逆
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

月　　日� 行　　　　事� 所　　管�

4月  4日（日）� 防火週間（～10日）・想定訓練� 生活・環境課�

4月25日（日）� 花立観光施設オープン� 企画商工観光課�

4月28日（水）�
鳥海山登山道開通式�
鳥海山矢島口山開き�

建設課�
企画商工観光課�

6月  5日（土）� 立町115周年記念祝賀行事� 総務課�

6月13日（日）� 敬老会� 福祉保健課�

6月下旬  ウォークラリー大会� 社会教育課�

7月  4日（日）� 消防操法講習会� 生活・環境課�

7月11日（日）� 第20回参議院議員通常選挙� 選挙管理委員会�

7月上旬  町長選挙� 選挙管理委員会�

7月18日（日）� 消防訓練大会� 生活・環境課�

7月25日（日）�
鳥海山清掃登山�
（スポレクフェスタあきた）�

企画商工観光課�
社会教育課�

7月28日（水）� チビッコハリキリマウンテン（予備日29日）� 社会教育課�

7月31日（土）�
～8月  1日（日）�

第18回サイクルロードレース大会� 企画商工観光課�

8月  7日（土）� 郡市消防訓練大会� 生活・環境課�

8月15日（日）� 成人式� 社会教育課�

8月下旬  健康講演会� 福祉保健課�

9月下旬  おばこハイク� 企画商工観光課�

10月10日（日）� 町民運動会� 社会教育課�

10月中旬　� 由利高原鉄道特産品まつり� 企画商工観光課�

10月下旬　� 総合竣工式� 総務課�

10月下旬　� 金婚式� 福祉保健課�

10月下旬　� 文化講演会� 社会教育課�

11月  2日（火）�
～　3日（水）�

産業文化祭・総合美術展・芸能発表会�
友好・交流都市との観光と物産展�

社会教育課�
企画商工観光課�

11月  7日（日）� 防火週間（～13日）� 生活・環境課�

11月下旬　� 無形民俗文化財記録保存事業　番楽神楽公演会� 社会教育課�

12月10日（金）� 鳥海高原矢島スキー場開き� 企画商工観光課�

12月26日（日）� エランカップスキー大会� 企画商工観光課�

1月  6日（木）� 消防出初式� 生活・環境課�

1月  7日（金）� 書初め大会� 社会教育課�

2月下旬  生涯学習体験発表会� 社会教育課�

3月  6日（日）�
全町スキー大会�
スキー場スノーフェステバル�

社会教育課�
企画商工観光課�



“こちら情報センター”

　YBネット加入者増加中！

や
ま
め
四
月
例
会

第
三
四
八
回

矢
島
短
歌
会
三
月
例
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
嘉
樹

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　昨年の国内のインター
ネット利用者は、7,730万
人になり、人口普及率が
初めて60%を超えました。
ブロードバンド回線利用世
帯も47.8%と5割に迫る勢いで、インターネッ
トがより一般化、そして高速化が進んできてお
ります。（平成15年通信利用動向調査」より）
　昨年4月から運用を開始した「ＹＢネット」の
加入者も４月末現在で331加入（H15年度当初
302）となっており、開始より10％近く加入者
が増加しております。
　これもインターネット利用が一般化し、特に
子供がいる家庭の利用が高まったため、加入が
進み、またブロードバンド環境が求められてい
るためと考えられます。
　しかしまだ、矢島町の世帯普及率は18％程度

であり、今後、更なるインターネット普及には、
高齢者にやさしい操作簡単な機器の登場や利用
料金の低減が必須と考えられます。
　新しい機器の登場は別として、ＹＢネットの
利用料金は、加入者が増加すると利用料金を下
げることができるようになっており、現在も加
入者が少しずつ増えてきておりますので今後も
利用料金の値下げが予想されます。
　これからインターネットを始めようと考えて
いる方やストレスのない高速インターネットを
やりたい方など多くの皆様の加入をお待ちして
おります。

お問い合わせ先

役場企画商工観光課　「YBネット担当」

℡55-4952

ホームページアドレス

　　　  　http://www.town.yashima.akita.jp

eメール　kikaku@town.yashima.akita.jp

梅
咲
く
や
や
が
て
曽
祖
母
の
吾
愛
す

正
木
　
禮
子

庭
い
じ
り
ひ
と
り
気
ま
ま
に
春
の
土

佐
藤
木
の
実

連
休
の
つ
づ
く
五
月
や
孫
を
待
つ

佐
藤
ト
キ
女

街
に
見
る
小
粋
な
人
や
春
浅
し

佐
藤
ア
ヤ
子

叱
ら
れ
て
又
脱
が
さ
る
る
春
の
泥

佐
藤
　
勝
男

踏
切
で
待
つ
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

齋
藤
　
　
瑞

春
宵
の
眼
鏡
の
曇
る
縫
い
疲
れ

金
子
　
京
子

沈
丁
花
夕
べ
の
や
み
に
香
り
満
つ

佐
藤
真
都
子

心
地
良
き
眠
り
を
誘
ふ
春
あ
つ
し

鞍
馬
　
賢
治

春
暁
に
映
ゆ
る
鳥
海
始
発
駅

佐
藤
柳
四
郎

春
の
月
ま
ど
ろ
む
流
れ
子
吉
川

齋
藤
　
　
茂

悔
い
多
き
青
春
は
過
去
山
笑
ふ

北
島
や
す
雄

雪
代
を
堪
え
し
淵
に
影
さ
し
て
春
の

雪
浮
く
ゆ
る
り
ゆ
る
り
と加

賀
谷
　
栄

桜
花
開
く
が
ご
と
し
孫
の
婚
曾
孫
誕

生
良
き
事
つ
づ
く
　
　
正
木
　
礼
子

浴
室
の
く
も
り
硝
子
に
「
雛
」
の
文

字
確
か
め
て
介
助
の
今
日
雛
祭

（
訪
問
入
浴
に
て
）　
　
佐
藤
　
洋
子

家
の
内
足
ひ
き
歩
む
老
い
わ
れ
に
窓

よ
り
の
太
陽
ち
か
ら
を
呉
れ
る

土
田
　
マ
サ

古
き
ア
ル
バ
ム
開
き
て
見
れ
ば
た
だ

一
首
新
聞
に
の
り
し
夫
の
短
歌
あ
り

佐
藤
　
ヤ
ス

お
の
お
の
の
さ
だ
め
諾
い
さ
か
ら
わ

ず
心
を
満
た
し
つ
つ
進
ま
ね
ば

佐
藤
　
幸
子

桃
の
花
を
七
回
忌
の
夫
に
供
え
た
り

雛
祭
の
歌
ラ
ジ
オ
に
聞
き
つ
つ

桜
庭
　
恭
子

吊
る
し
置
く
帽
子
目
に
止
め
下
校
の

子
拾
い
し
夫
に
礼
を
し
て
ゆ
く

佐
々
木
リ
ヨ

遠
廻
り
す
る
人
生
か
子
が
決
め
て
看

護
学
校
へ
ま
た
入
学
す

佐
藤
真
都
子

袴
を
は
き
登
校
し
た
る
幼
日
よ
今
日

紀
元
節
し
み
じ
み
想
う

伊
東
　
房
代

う
す
暗
き
土
蔵
に
か
く
れ
読
み
た
り

き
「
野
菊
の
墓
」
を
十
五
の
春
に

冨
田
　
か
よ

津
軽
路
の
高
原
は
る
か
見
ゆ
る
校
舎

在
り
し
日
の
子
の
勤
務
校
な
り

佐
藤
　
ト
キ

花
の
無
き
庭
に
も
春
は
来
た
る
ら
し

斑
雪
の
間
に
雀
の
遊
ぶ

佐
藤
千
賀
子

軽
々
と
電
柱
昇
る
電
工
の
子
を
見
上

げ
つ
つ
力
み
て
お
り
ぬ

金
子
　
京
子

温
め
る
汁
よ
り
ゆ
ら
ぎ
立
つ
湯
気
の

ガ
ラ
ス
の
蓋
に
輪
を
作
り
つ
つ

茂
木
　
富
子

厳
か
な
祈
り
の
中
に
舞
う
散
華
加

護
を
た
ま
わ
ん
米
寿
の
我
に

佐
藤
ア
ヤ
子

か
つ
て
わ
が
聞
き
し
話
を
伯
父
の

顔
目
交
い
に
浮
か
べ
今
吾
語
る

金
子
　
四
郎

講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

雪
原
に
霧
ら
う
夕
べ
の
川
霧
に
明

か
り
に
じ
ま
せ
「
お
ば
こ
号
」
ゆ
く



情報ひろば
- Information -

装
飾
街
路
灯
点
検
業
者
の
募
集

緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

の
受
託
業
者
を
募
集
し
ま
す

▼
事
業
内
容

　
街
路
灯
一
斉
調
査
委
託
事
業

▼
委
託
予
定
期
間

　
７
月
〜
10
月

▼
受
託
企
業
の
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
法

人
会
社
又
は
個
人
事
業
主
で
あ
る

こ
と
。

　
①
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
が

　
　
50
人
未
満
で
あ
る
こ
と
。

　
②
平
成
13
年
か
ら
平
成
15
年
ま

　
　
で
２
年
連
続
し
て
売
上
高
が

　
　
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

　
③
平
成
15
年
の
生
産
量
、
販
売

　
　
量
、
生
産
額
、
販
売
額
等
の

　
　
事
業
活
動
を
示
す
指
標
の
い

　
　
ず
れ
か
が
平
成
13
年
に
比
較

　
　
し
て
１
／
５
以
上
減
少
し
て

　
　
い
る
こ
と
。

▼
事
業
の
実
施

　
事
業
の
発
注
は
、
次
に
よ
り
実

施
し
ま
す

　
①
事
業
実
施
の
要
件
が
別
に
あ

　
　
り
ま
す
の
で
必
ず
確
認
す
る

　
　
こ
と
。

　
②
受
託
企
業
と
事
業
実
施
の
要

　
　
件
を
満
た
し
入
札
の
参
加
を

　
　
希
望
す
る
企
業
は
、
平
成
16

　
　
年
５
月
31
日
ま
で
所
定
の
用

　
　
紙
で
応
募
す
る
こ
と
。

　
③
応
募
さ
れ
た
企
業
を
登
録
し
、

　
　
指
名
審
査
会
で
指
名
業
者
を

　
　
決
定
し
ま
す
。

　
④
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
発
注

　
　
し
ま
す
。

▼
確
認
・
応
募
先

　
矢
島
町
役
場
企
画
商
工
観
光
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
55-

４
９
５
３

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び
危
険

物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に

つ
い
て
案
内

秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会
の

お
知
ら
せ

　
来
春
に
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専

修
学
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
を
対

象
に
、
県
内
企
業
の
採
用
担
当
者

と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生

の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
５
月
19
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

▼
会
場

　
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　（
仙
台
市
宮
城
野
青
葉
区

　
　
　
　
榴
岡
５-

11-

１
）

▼
日
時
　
５
月
20
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

▼
会
場
　
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　（
東
京
都
中
野
区
中
野

　
　
　
　
４-

１-

１
）

▼
日
時
　
５
月
25
日
（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

▼
会
場
　
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
　
　（
秋
田
市
中
通
２-

６-

１
）

　
各
会
場
共
、
12
時
か
ら
受
付
け

を
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

秋
田
県
雇
用
対
策
室

電
話
０
１
８-

８
６
０-

２
３
３
３

　郷土資料館企画展

　　２００３年度矢島町発掘報告展
　昨年度教育委員会が行った矢越地区の分布調査、田沢地区の瓦窯跡の試掘調査結果を展示します。
　矢越地区では縄文時代・中世の遺物が出土し、田沢地区では２基の瓦窯跡が確認されました。窯跡
については矢島藩が天保年間に瓦生産を行ったという記録に基づく調査です。
　矢島町の地下に眠る歴史の１ページをぜひご覧ください。
　▼  期　　間　　　2004 5/1(土)～ 8/29(日)　(休館日：毎週月曜日・5/6・7/20)
　▼  開館時間　　　9:00～17:00　入場無料
　▼  お問い合わせ　矢島町教育委員会(日新館)・郷土資料館　0184-56-2203

  

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
平
成
16

年
６
月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

す
。

▼
受
験
願
書
受
付

　
平
成
16
年
５
月
６
日
（
木
）
〜

14
日
（
金
）
ま
で
で
す
か
ら
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
に
伴
い
平
成
16
年
乙
種

　
第
４
類
及
び
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験
準
備
講
習
会
が
下
記
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

準
備
講
習
会
の
期
日

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者準

備
講
習
会

▼
日
時

　
　
平
成
16
年
５
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
23
日
（
日
）

▼
場
所
　
秋
田
市
文
化
会
館

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者

　
準
備
講
習

▼
日
時

　
　
平
成
16
年
５
月
30
日
（
日
）

▼
場
所
　
秋
田
市
文
化
会
館

▼
準
備
講
習
会
受
付
期
間

　
　
各
講
習
の
５
日
前
ま
で

▼
準
備
講
習
会
受
講
料

　
・
乙
種
１
４
、
７
０
０
円

　
　
（
危
険
物
安
全
協
会
会
員
は

　
　
９
、
４
５
０
円
、
学
生
は
、
会

　
　
員
割
引
料
金
で
受
講
で
き
ま

　
　
す
の
で
、
学
生
証
を
提
示
し

　
　
て
下
さ
い
。）

　
・
丙
種
９
、
４
５
０
円

　
　

　
申
込
書
類
等
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防

署
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
　
　

℡
55-

２
１
１
１

お
知
ら
せ



３月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
死
活
問
題
、
す
べ
て
黒
先
で

す
。

　
黒
番
一
手
示
し
て
下
さ
い
。

（
４
月
号
解
答
）

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

　人身交通事故　　１件　
（平成16年4月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　　１１９日

交通事故の発生状況
（平成16年4月26日現在）

矢
島
町
林
業
作
業
員

臨
時
職
員
募
集

▼
勤
務
内
容

　
町
有
林
の
枝
打
・
間
伐
等

▼
募
集
人
員
　
３
名
程
度

▼
募
集
期
間

・ 

矢
島
町
在
住
で
概
ね
55
歳
ま
で

　
の
離
職
者

・ 

自
動
車
普
通
免
許
取
得
者

・ 

刈
払
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
使
用
可

　
能
者

▼
雇
用
期
間

　
６
月
１
日
〜
６
ヶ
月
・
更
新
無

▼
申
込
方
法
・
期
間

　
履
歴
書
に
自
筆
記
入

　
５
月
６
日
（
木
）
〜
14
日
（
金
）

▼
採
用
方
法

　
書
類
選
考
及
び
面
接
試
験

▼
提
出
・
問
合
せ
先

　
役
場
農
林
課
℡
55-

４
９
５
６

※ 

加
入
保
険
・
勤
務
時
間
・
賃
金

に
つ
い
て
は
先
月
広
報
を
ご
覧
下

さ
い
。
ほ
か
不
明
な
点
は
右
記
ま

で
。

平
成
16
年
度
甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
実
施
案
内

▼
期
日

　
６
月
２
日
（
水
）
〜

　
６
月
３
日
（
木
）
の
２
日
間

▼
会
場

　
本
荘
市
、「
本
荘
由
利
地
域
職
業

　
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

▼
受
講
料

　
　
　
４
、
０
０
０
円

▼
申
込
期
間

　
４
月
26
日
（
月
）
〜
５
月
21
日

（
金
）
ま
で
、
最
寄
の
消
防
署
、
分

署
へ
申
込
願
い
ま
す
。

　（
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署
）

　
選
挙
管
理
委
員
会
が
４
月
22
日

開
か
れ
、
７
月
23
日
に
任
期
満
了

と
な
る
町
長
選
挙
の
投
開
票
日
を

６
月
27
日
に
決
定
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
告
示
日
が
６
月

22
日
と
な
り
ま
す
。

「
矢
島
町
長
選
挙
」

　
立
候
補
予
定
者
の
皆
さ
ん
へ

　
６
月
27
日
執
行
予
定
の
矢
島
町

長
選
挙
に
あ
た
り
、
立
候
補
の
届

出
手
続
き
等
の
つ
い
て
の
説
明
会

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
16
年
６
月
２
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分

▼
場
所
　
矢
島
町
役
場
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

℡
55-

４
９
５
１

「春の行政相談週間」のお知らせ

～　くらしに役立つ　行政相談　～

私たちの暮らしは、行政と深くかかわっております。
日頃、困っていること、知りたいことを相談してみませんか！
5月17日（月）～23日（日）は、「春の行政相談週間」です。

　当町を担当する行政相談委員が、役所の仕事について、“説
明に納得がいかない”“処理がおかしい”“どうしたらよいか
わからない”といった苦情や要望を皆さんからお聞きし、秋
田行政評価事務所と協力してその解決を促進してくれます。
　当町の行政相談委員は次の方です。相談は無料で、秘密は
守りますので、気軽に電話等でご相談下さい。

　　　行政相談委員　　三　浦　ミ　ヨ

　　　住　所　　　矢島町七日町字曲り渕１３１－３

　　　電　話　　　５５－３６１４

※この週間とは別に毎月第２、第４月曜日に福祉会館におい
　て相談所を開いております。

矢
島
町
長
選
挙
日
程決

ま
る
！
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